
【令和７年 ９月定例会提出予定議案】

令和７年８月２８日 記者会見資料



補正予算額

現計予算
A

９月補正予算
B

補正後予算額
A+B

一般会計 18,534,718 124,641 18,659,359

国民健康保険事業特別会計 3,656,236 45,096 3,701,332

後期高齢者医療事業特別会計 606,769 1,026 607,795

自動車学校特別会計 145,079 1,588 146,667

簡易水道事業会計 収益的収入 64,158 64,158

収益的支出 62,506 62,506

資本的収入 650 650

資本的支出 8,594 8,594

下水道事業会計 収益的収入 1,303,665 1,303,665

収益的支出 1,301,349 △ 497 1,300,852

資本的収入 501,945 501,945

資本的支出 825,972 825,972

（単位：千円）
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補正予算の要旨

• 基本的な考え方

歳入予算においては、普通交付税や繰越金の額の確定による補正を行う。歳出予算においては、
国や県の補助事業等を活用し、喫緊に取り組むべき事業予算の計上を行う。

• 歳入内訳（主な財源）

新基本計画実装・農業構造転換支援事業費補助金（県） 4,502万5千円

地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金（国庫） 1,543万円

第3子以降保育料無償化事業費補助金（県） 406万6千円

福岡県防犯対策カメラ設置支援事業補助金（県） 200万円

離婚前後家庭支援事業費補助金（国庫） 90万5千円 など

国庫補助金 県補助金 地方債 地方交付税 繰越金 繰入金 その他

19,138 56,908 3,500 562,553 481,548 △1,000,822 1,816

（単位：千円）
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主な計上事業①

３者協定に基づく農産物の盗難防止策の推進 501万4千円

【内容】うきは警察署とにじ農業協同組合と協力し、市内１０カ所程度に見守りカメラを

設置

【ねらい】昨年今年と果物の大量窃盗犯罪が発生していることを踏まえ、防犯カメラ設置

により警察の捜査活動を支援、検挙に繋げるとともに、警告による犯罪抑止を

図る

【予算内訳】見守りカメラ設置工事費 40万円×10基

防犯ステッカーなど 90万円

光熱費・賃借料 11万4千円

【財源】福岡県防犯対策カメラ設置支援事業補助金 200万円

県内初

お問合せ
市民協働推進課 消防防災係
TEL：0943-75-49823



主な計上事業②

県内初 浮羽究真館高校の支援と公共交通の利用促進のため、
高校生の通学費を補助 20万円（R8～R9当初：2,750万円、R10当初：3,500万円計上予定）

【内容】高校生通学定期券購入費補助に係るリーフレット等を作成

【ねらい】通学費支援を行うことで、高校授業無償化の影響を受ける浮羽究真館
高校の存続を支援するとともに、公共交通の利用促進を図る

【補助内容】次の①～④のいずれかを支援

区
分

補助の
種類

対象者 対象校 補助率または補助額

①
通学費
補助

市内
高校生

浮羽究真館
高校

定期代100％補助

②
通学費
補助

市外
高校生

浮羽究真館
高校

定期代30％補助

③
通学費
補助

市内
高校生

市外の高校
等

定期代30％補助

④
卒業
応援金

市内
高校生

浮羽究真館
高校

一律15万円補助（卒業時）R10～

（補助率と額）

市内高校生

究真館高校

市外高校生

市外の高校

①100％補助

④15万円補助
（①以外の者）

③30％補助

②30％補助

お問合せ
企画政策課 政策調整係
TEL：0943-73-9021

県内初

4



養育費の継続した履行確保の支援 181万1千円

【内容】法的手段等を必要とするひとり親に対して、公正証書等の作成費用の支援やカウンセリ

ングを実施

【ねらい】ひとり親世帯で養育費を取り決めているのは4割、実際に受給しているのは2割にとど

まる現状（全国）を踏まえ、こどもが健やかに成長するための養育費確保支援を行う

【予算内訳】カウンセリング委託料 5,500円×30人×2回

養育費確保支援事業費補助金

・公正証書等作成費用の補助 3万円×30件

・養育費保証契約締結費用の補助 5万円×2件

・強制執行申し立て費用の補助 15万円×2件 など

【財源】離婚前後家庭支援事業費補助金 90万5千円

主な計上事業③

お問合せ
福祉事務所 こども支援係
TEL：0943-75-4961

新規

県内初
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主な計上事業④

第3子以降の保育料の無償化 406万6千円（歳入予算）

【内容】県の補助事業を活用し、多子世帯の3人目以降に該当し、3月31日時点で0歳～2歳

までのこども保育料を無償化

【財源】第3子以降保育料無償化事業費補助金 406万6千円

ラッピングレンタカーで市内観光 66万円
【内容】ルリーロ福岡と連携したレンタカー１台をJR筑後吉井駅前に試験的に導入するた

めの車両掲載広告料

【ねらい】観光客の２次交通手段として24時間の利用が可能であり、観光客の滞在時間の

延長と経済効果の波及に期待すると共に、ルリーロ福岡の周知を図る

【車種／利用料金】軽自動車／1,500円～/12ｈ（予定）

【財源】宿泊税交付金基金 66万円

試験導入

お問合せ
福祉事務所 こども支援係
TEL：0943-75-4961

お問合せ
うきはブランド推進課 ブランド戦略係
TEL：0943-76-9029

新規
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